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福井大学医学部附属病院ヘリポート  

ヘリポートの仕様 
 ① ヘリポートの構造 
     構築物上に設置する本ヘリポートは、立地条件、ヘリコプター離着陸時のダウンウォシュ 
     (離着陸時の吹きおろしの風)、騒音等の影響等を勘案し、鉄骨造かさ上げ方式(プラットフォーム型) 
     とし、離着陸帯は構造軽量化・耐久性を考慮し、アルミデッキを使用 
 
 ② 対象とする航空機関 
     対象とする航空機関は、福井県防災、福井県警、石川県防災、富山県防災、新潟県防災、 
     岐阜県防災、滋賀県防災、海上保安庁、ドクターヘリ等 
 
  項目 仕様 

地上高 GL+15.14m(離着陸面) 

大きさ 21m×21m 
(大きさは機体投影面の長さと幅の各12倍以上) 

標高 標高130フィート(約40m) 

照明 薄暮時に使用するために設置 

面積 建築面積:662.58㎡、延面積:282.95㎡ 

ヘリポートの利用 
 ①緊急搬送     新病棟(A棟)救急部に隣接して設置し、救急患者の短時間搬送、迅速な治療に対応 
 ②災害医療拠点  福井県・近隣県での災害発生時に、地域の災害医療拠点としての役割を担うとともに、 
              傷病者の災害地域外への搬送、災害地域からの受け入れ、医療スタッフや 
              医療資器材の災害地への搬送等に利用     



ヘリポートの写真 
松岡キャンパス 



ヘリポートの写真 

風光灯付風光指示器 東面 西面 

夜景、北西面 新病棟とヘリポート 



ヘリポートの写真 

南東面 

北西面 北東面 

南西面 



ヘリポートの写真 

3階、待機スペース 3階、待機スペース 

夜景、待機スペースから東方向 夜景、待機スペース方向 



ヘリポートの写真 

着陸区域表示灯 境界灯・境界誘導灯 

移動式消火設備・粉末ABC消火器 脱落防止床 



ヘリポートの図面 

1階平面図 3階平面図 

南立面図 西立面図 


